

















































年 10 月現在で約 7 ギガ（＝ 70 億）バイト、文字数にして約 35 億字である。
これを 1940 年代から始めて 10 年ごとに区分して利用する（1940 年代と
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（ⅱ）	1940 年代には「な」の比率がほぼ 50 ～ 90％の範囲にあり、
その後比率が高まって、現在では 90％を超えたもの（「適当」
「不当」「詳細」「正当」など）
（ⅲ）	「な」の比率が 1940 年代における 20 ～ 40％の範囲から漸次
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この図から、「～してほしい」の比率が 1940 年代から 1970 年代ごろにかけ











































































































































朝日新聞 1987 ～ 1997 年、毎日新聞 1991 ～ 2005 年の延べ 26 年分の新聞
記事データを月ごとに区分して利用する可能性を試してみる。データの総
























































































































えば、「（この部屋は）寒い？」は “ 寒いか暖かいか ” を問うものであって、
“ 寒いか暑いか ” という問いではない。同様に、「暖かい？」は “ 暖かいか
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A Corpus-Based Analysis of Some Time-Related Aspects 







This	paper	reports	some	of	 the	results	of	 the	author’s	attempts	 to	














and	 atui	 (hot)	 respectively,	 attesting	 the	 validity	 of	 an	 independent	
semantic	analysis	of	the	four	terms.
Keywords:		corpus	 linguistics,	 Japanese	 grammar,	 diachronic	 change,	
seasonal	change	in	the	use	frequency	of	words
